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アル コ
ー ル 投与ラ ッ トに おける柴苓湯の効果につ

い て グル タチオ ン 代謝面からの 検討

　目本 大学医学部生化学 ，
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　目的　近年 ， 我 が 国 で もア ル コ
ール 飲料消費量 は 増加傾向 に あ る が，ア ル コ ール 性肝障害

に対す 礫 方は明確 に さ れて し・な い 。 私 どもは 前匡・1マ ウ ス を用 い 麒 間ア ル コ ール 投 ’t
」 に 対

する五 苓散 ， 茵 離五 苓散 ， 柴苓湯の 影響に つ い て 検討した と こ ろ，
こ れ らの 方剤は 抗脂肝作用 ，

肝 に お け る グル タ チ オ ン 代謝改 善作用を有す る こ とが分 っ た 。 今回 は ラ ッ トを用 い て ア ル コ

ール 急性投与時 に お け る グ ル タ チ オ ン 代謝を検討 し た の で 報告す る
。　 方法　5 週令雄性 ウ

イ ス タ
ー系 ラ ッ トを用 い 柴苓湯 エ キ ス 原末 （1000  ／勾，ツ ム ラ順天堂製 ）を ア ル コ ール 投与

24時間前お よ び 2 時間 前に あ らか じ め 投 与し た 。
ア ル コ ール 投 1尹は エ タ ノール （59 ／ k7 ）

を 1 回腹腔内投与 し， 投与前， 投一与後 10分 ，
30分，

60分 に お け る 血 液 ， 肝 ， 脳の グ ル タ チ オ

ン 代謝 に つ い て検討 した，，す な わ ち こ れ らの 組織 中 に お け る GSH （還元型 グル タ チ オ ン ），

GSSG （酸化型グ ル タチ オ ン ），
　 G −Px （グル タ チ オ ン ペ ル オ キ シ ダ

’一ゼ ），
G −R （グル タ

チ オ ン リダクタ
ーゼ ），

LPO （過酸化脂質 ）を測定 した
、，　 結果　柴苓湯 投与群 で は非投 与群

に比較 し全身状態が 良好で あ っ た、，血tartTの GSH 値 は ア ル コ ー一ル 投 与 10分後 よ り低下傾 向

を示 した が ， 柴苓湯投与群 で は 60分後に は 回復した
、、
GSSG 値は 両群 ともア ル コ

ール 投一与後 増

加傾向を示 した 。
G −Px 活 性！l白：は柴苓湯投与群で は有意に 増加 し ，　G −R 値は ア ル コ

ール 投与

に よ り抑制され た が 柴苓湯投 与群 で は抑制程度は ・♪なか っ た。肝 の GSH および GSSG 値は

ア ル コ
ール 投！ilO分 後より減少傾 向 を 示 し た が ，

そ の 減少程度は柴苓湯投与群 で は 少 なか っ

た
。

肝 の G −Px 活性 は 全般的に柴苓湯投与群 で は高値傾向を／∫・し，　
G −R 活性は ア ル u 一ル 投

与に より低 ドした が 柴苓湯投 与群 で は 60分 後 1こ回復 した。脳 （小脳 ， 大脳皮質 ）に おけ る

GSH お よ び GSSG 値はア ル コ
ール 投与に お い て 有意差は 認 め られなか っ た D ま た 脳 の G −

Px お よ び G ・R 活性 もア ル コ
ール 投．与に よ る 有意 の 変動を認めなか っ た 。 脳 に おけるLPO 値

は ア ル コ ール 投 与に よ り増加 した が柴苓湯投 与群 で は非投一与群 と ほ ぼ 同値を示 した 。

　考察 以上 の 結 果か ら， 短期間の ア ル コ ール 投．与に お い て 血液 ， 肝 で は グ ル タチ オ ン お よ

び そ の 関連酵素の 著明 な 変動が 認められ た が ，脳 に お い て は有意の 変化は 認め られなか っ た 。

ア ル コ
ール に よ る 過酸化機構 に 対 し柴苓湯 の 防 IL作用が推定 さ れ た が ，

そ の メ カ ニ ズ ム の
一．一

部に グル タ チ オ ン 代謝 の 関 与が 椎察され た
。
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